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職
員
第
１
次
配
置

消
防
団
幹
部
参
集

停
電
が
発
生
（
全
町
に
広
が
る
）

台
風
15
号
が
千
葉
市
付
近
に
上
陸

職
員
第
２
次
配
置

災
害
対
策
本
部
設
置

災
害
支
援
施
設
設
置
（
中
央
公
民
館
）

非
常
食
等
の
配
布
、
給
水
、
携
帯
電
話
の
充

電
、
ト
イ
レ
の
使
用

災
害
支
援
施
設
設
置
（
や
す
ら
ぎ
の
里
）

・�

シ
ャ
ワ
ー
と
風
呂
の
使
用
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
の
開
設

臨
時
議
会
運
営
委
員
会
（
被
災
対
応
）

第
７
回
災
害
対
策
本
部
（
こ
れ
よ
り
正
副
議

長
参
加
）

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
よ
る
住
宅
へ
の
応
急
措
置

の
実
施
（
自
衛
隊
．
消
防
団
）

や
す
ら
ぎ
の
里
に
お
い
て
議
員
に
よ
る
入
浴

受
付
の
支
援
（
20
日
ま
で
）

住
宅
等
に
つ
い
て
、
り
災
証
明
受
付
開
始

停
電
が
ほ
ぼ
解
消

第
11
回
災
害
対
策
本
部
（
解
散
）
（
今
後

は
、
災
害
対
策
班
を
組
織
し
、
対
応
す
る
）

農
業
関
係
議
員
に
よ
る
会
議
（
農
業
被
害
に

対
す
る
状
況
の
把
握
、
対
応
）

臨
時
全
員
協
議
会
（
被
災
し
た
農
業
者
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
）
（
Ｐ
15
参
照
）

台
風
19
号
が
関
東
地
方
を
横
断

21
時

23
時
30
分

４
時
01
分

４
時
56
分

６
時

14
時
45
分

17
時

9
時
30
分

19
時

13
時
30
分

９
時

16
時

10
時

９
時

15
時
15
分

９
時

15
時
30
分

16
時

９
月
８
日

９
月
９
日

９
月
10
日

９
月
12
日

９
月
14
日

９
月
15
日

９
月
16
日

９
月
17
日

９
月
19
日

９
月
24
日

９
月
25
日

10
月
９
日

10
月
12
日

　
９
月
９
日
午
前
５
時
前
に
非
常
に
強
い
台
風
15
号

が
千
葉
市
付
近
に
上
陸
し
、
ま
た
、
台
風
19
号
は
関

東
を
通
過
し
、
芝
山
町
で
も
暴
風
雨
に
よ
る
停
電
、

ハ
ウ
ス
な
ど
の
構
造
物
の
倒
壊
や
樹
木
の
倒
木
、
河

川
の
増
水
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
町
で
は
早
急
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
役
職

員
総
動
員
で
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
こ
の
台
風
災
害
の
経
験
か
ら
見
え
て
き

た
課
題
を
検
証
し
災
害
時
の
議
員
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

台
風
15
・
19
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

　　　　　　

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

芝
山
町
議
会
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災
害
時
の
議
員
の
行
動

そ
の
時
議
員
は
何
を
し
た
か

・�

町
に
対
し
て
情
報
の
確
認
、
提

供
。

・
避
難
場
所
に
足
を
運
ん
だ
。

・�

避
難
場
所
や
自
主
防
災
組
織
の
対

応
を
手
伝
っ
た
。

・
地
域
の
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
。

・�

地
域
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に

巡
回
。

・
地
域
の
災
害
復
旧
作
業
。　

　
災
害
時
の
議
員
の
行
動
は
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
も
と
様
々
で
あ

り
、
内
容
や
行
動
量
も
様
々
で
し

た
。

災
害
時
の
議
会

　
　
　
議
員
の
役
割

～�

平
成
30
年
度
千
葉
県
町
村
議
会
議

員
研
修
会
よ
り
～

応
急
対
策
期
の
方
向
性

　
議
員
は
影
響
力
が
大
き
く
議
員
に

よ
る
行
政
批
判
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
同

様
に
行
政
と
町
民
を
分
断
す
る
。

・�

応
急
対
策
へ
の
住
民
協
力
が
得
に

く
く
な
る
。

・�

復
興
期
も
住
民
説
明
、
交
渉
が
難

し
く
な
り
、
復
興
が
遅
れ
る
。

災
害
時
の
役
割

1
．
地
域
で
の
支
援
活
動
。

�

2�

．
情
報
収
集
と
災
害
対
策
本
部
へ

の
情
報
提
供
。

　
（
議
長
へ
の
情
報
の
一
元
化
）

�

3�

．
災
害
対
策
本
部
情
報
の
町
民
へ

の
提
供
、
情
報
発
信
。

4�

．
町
、
県
、
国
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
。

5
．
復
興
計
画
。

町
民
の
声

　
今
回
の
被
災
で

一
番
困
っ
た
こ
と
は

「
停
電
」

知
り
た
か
っ
た
こ
と
は

「
電
気
の
復
旧
の
見
通
し
」

情
報
の
入
手
手
段
は

「
ラ
ジ
オ
放
送
」

今
後
の
台
風
対
策
は

「
飲
料
水
の
備
蓄
」

「
食
料
の
備
蓄
」

「
懐
中
電
灯
や
ロ
ー
ソ
ク
の
用
意
」

「
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
充
電
」

「�

車
の
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て

お
く
」

「�

携
帯
電
話
に
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を

用
意
す
る
」

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
質
問

問　

被
災
中
の
議
会
開
催
に
つ
い

て
、
未
曾
有
の
被
害
の
中
に
、
時
間

を
ず
ら
し
た
と
は
い
え
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
過
程
で
議
会
の
開
催
を
決
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。

特 集 台風15号 19号

回
答　
９
月
９
日
は
、
令
和
元
年
第

３
回
芝
山
町
議
会
定
例
会
の
初
日
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
議
会
開
催
時
刻

前
に
町
長
、
町
執
行
部
、
正
副
議
長

や
議
員
と
議
会
の
会
期
日
程
に
つ
い

て
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
初
、
東
京
電
力
は
、
停
電
の
復

旧
見
込
み
を
11
日
頃
と
発

表
し
た
た
め
、
開
催
時
刻

を
午
前
10
時
か
ら
午
後
１

時
30
分
に
繰
り
下
げ
、
一

般
質
問
は
す
べ
て
10
日
に

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
東
京
電
力
が

発
表
す
る
停
電
の
復
旧
見

込
み
は
錯
綜
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
議
案
に

は
、
新
制
度
へ
の
移
行
に

関
す
る
補
正
予
算
、
消
費

税
増
税
に
関
す
る
条
例
改

正
等
住
民
の
皆
様
の
生
活

に
直
結
す
る
補
正
予
算
、

ま
た
、
会
期
中
に
任
期
満

了
と
な
る
人
事
案
件
等
が

あ
っ
た
た
め
、
会
期
を
変

更
す
る
こ
と
な
く
議
会
を

遂
行
し
ま
し
た
。

▲電力会社との停電復旧会議
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■議案第８号

　第２保育所スロープ及び外灯設置
　防音家屋空調施設維持費
　子ども・子育て支援システム制度改正対応業務委託
　子育てのための施設等利用給付負担金

令和元年度芝山町一般会計補正予算（第２号）

【会計年度任用職員】（※）地方公務員法や地方自治法の改正により、平成32年
４月１日から施行される制度です。現在、臨時的任用職員や嘱託員等の非常勤職
員が雇われていますが、会計年度任用職員という身分になります。

災害復旧費 8万円(0%)

歳出総額
（目的別歳出）
49億
9902万円

歳入総額
52億
6152万円

  自主財源（77.9％）
  依存財源（22.1％）

商工費 4876万円(1.0%)議会費 7919万円(1.6%)
公債費 2億2047万円(4.4%)

消防費 2億5540万円(5.1%)

農林水産業費
3億36万円
(6.0%)

衛生費
2億8739万円
(5.7%)

民生費
11億2484万円(22.5%)

総務費
16億231万円(32.0%)

教育費
4億3265万円
(8.7%)

土木費
6億4757万円(13.0%)

地方交付税
8941万円(1.7%)地方譲与税　9219万円(1.7%)

県支出金 2億7704万円(5.3%)

国庫支出金
1億9079万円(3.6%)

町税
24億7241万円
(47.0%)

町債 1億6716万円(3.2%)

利子割交付金ほか各交付金
3億4700万円(6.6%)

財産収入
1605万円(0.3%)
寄付金
4484万円(0.8%)
使用料及び手数料
2923万円(0.6%)

分担金及び負担金
8382万円(1.6%)

諸収入
9億1614万円(17.4%)

繰越金
2億8992万円(5.5%) 繰入金

2億4552万円(4.7%)

平成30年度一般会計決算認定

■議案第３号

　臨時的任用職員、非常勤職員の会計年度任用職員への移行に
伴う必要な事項を定める条例

芝山町※会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例

平成30年度決算
70億9727万円を認定
一般会計歳入　52億6151万円　　（町民1人あたり72万657円の収入）
一般会計歳出　49億9902万3千円　（町民1人あたり68万4704円の支出）
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本会議場での議案質疑

効率的かつ効果的な行財政運営

平成30年度決算の監査委員総評「決算審査意見書より抜粋」

　一般会計の歳入に占める税金などの自主財源は77.9％で、
財政運営の自主性の大きさを示す財政力指数は0.982で県内の
自治体では、8番目という高い水準にある。しかし、人件費な
どの決まった支出の割合を示す経常収支比率は90％近くに達
しており、経費削減に努めていただきたい。
　今後、少子高齢化への対応、社会保障経費の増加に留意し財
政運営を進めてもらいたい。
　また、道路や建物等の構築物や建築物の老朽化が進んでいる
ことから、個別施設計画の策定、計画的な老朽化対策に努めて
いただきたい。

　９月定例会で審議された議案の中から
注目議案をご紹介します。

■議案第６号

　成田空港の機能強化に伴うA滑走路特別加算金2000万円、空
港周辺地域振興支援金5000万円の一部を積み立てるための条例
の一部改正

芝山町騒音地域整備基金の設置、管理及び
処分に関する条例の一部を改正する条例

議案審議
　令和元年芝山町議会第３回定例会が、９月９日から
19日まで11日間の会期で開催されました。

■委員会付託議案　○総務常任委員会　６件
　　　　　　　　　○まちづくり常任委員会　４件

※各委員会での議案審議はＰ６、７に掲載

月
定例会
９
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答 

騒
音
対
策
及
び
地
域
振
興
策
の

充
実
に
向
け
、
よ
り
幅
広
く
資
金
の

財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
寄
附
者
等
に

つ
い
て
も
特
定
い
た
し
ま
せ
ん
。

議
案
第
10
号 

「
令
和
元
年
度
芝
山

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）｣

問 

公
共
下
水
道
に
加
入
し
て
い
る

が
接
続
未
実
施
で
あ
る
家
庭
に
対

し
、
接
続
す
る
よ
う
促
進
し
て
い
る

か
。

答 

１
年
に
１
回
、
接
続
す
る
よ
う

に
通
知
文
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
補

助
金
は
、
供
用
開
始
後
１
年
以
内
の

交
付
と
な
っ
て
い
る
た
め
住
民
に
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
接
続
率
の
向

上
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
６
件
を
慎

重
審
査
し
た
結
果
、
議
案
第
３
号
か

　
こ
の
日
は
台
風
15
号
の
被
害
を
受

け
、
災
害
対
応
が
急
務
で
あ
っ
た
た

め
会
議
時
間
を
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
４
件
を
慎

重
審
査
し
た
結
果
、
議
案
第
６
号
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
、
議
案
第
８

号
、
議
案
第
９
号
及
び
議
案
第
10
号

に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
を
も
っ
て
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

基
金
の
積
み
立
て
原
資
は
透
明
に

議
案
第
６
号 

「
芝
山
町
騒
音
地
域

整
備
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
」

問 

第
２
条
に
、
基
金
と
し
て
積
み

立
て
る
資
金
は
空
港
会
社
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
を
充
て
る
旨
、
特
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

＆A
活
力
を
地
域
に
還
元

　９月11日に開催されたまちづくり常
任委員会、総務常任委員会における議案
審査経過並びに結果について、報告いた
します。

議会
の
視点

ま
ち
づ
く
り
関
係

ら
議
案
第
５
号
、
議
案
第
７
号
、
議

案
第
８
号
及
び
議
案
第
11
号
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金

議
案
第
３
号 

「
芝
山
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
」

問 

臨
時
的
任
用
職
員
及
び
非
常
勤

職
員
は
何
人
い
る
か
。

答 

平
成
31
年
度
は
77
人
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

問 

ど
の
よ
う
な
人
が
期
末
手
当
の

支
給
対
象
と
な
る
の
か
。

答 

任
期
が
６
月
以
上
で
、
１
週
間

あ
た
り
15
時
間
30
分
以
上
の
勤
務
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問 

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り

総
務
関
係
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9
月
12
日
と
19
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

予
算
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答 
明
確
で
は
な
く
、
今
後
精
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
５
千
万
円
か

ら
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
４
号
「
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
有
給
休

暇
は
ど
の
く
ら
い
付
与
さ
れ
る
の

か
。

答 

現
行
の
臨
時
的
任
用
職
員
及
び

一
般
職
の
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に

関
す
る
規
則
と
同
様
の
待
遇
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
場
合
、

１
年
目
は
10
日
、
２
年
目
以
降
は
、

町
で
決
定
す
る
た
め
現
在
調
整
中
で

す
。

議
案
第
７
号 

「
芝
山
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」

問 

環
境
性
能
割
と
は
ど
の
よ
う
な

性
質
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

答 

10
月
１
日
か
ら
、
自
動
車
取
得

税
が
廃
止
さ
れ
、
環
境
性
能
割
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
購
入
す
る
自
動
車
の

燃
費
性
能
等
に
応
じ
て
税
率
が
変
わ

る
性
質
で
あ
り
、
新
車
や
50
万
円
以

上
の
中
古
車
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
８
号 

「
令
和
元
年
度
芝

山
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
」

問 

総
務
管
理
費
（
給
料
、
職
員
手

当
、
共
済
費
）
が
増
額
と
な
っ
た
理

由
は
何
か
。

答 

『
予
算
要
求
時
の
職
員
配
置

と
、
新
年
度
の
異
動
に
よ
る
職
員
配

置
に
差
が
生
じ
、
給
料
等
の
差
額
を

精
査
し
た
た
め
で
す
。

議
案
第
11
号 

「
令
和
元
年
度
芝
山

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
」

問 

繰
入
金
、
繰
出
金
の
内
訳
及
び

算
出
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答 

繰
入
金
の
内
訳
は
、
６
月
議
会

で
議
決
し
た
低
所
得
者
保
険
料
軽
減

分
と
過
年
度
の
繰
入
金
不
足
分
で
あ

り
、
繰
出
金
の
内
訳
は
、
平
成
30
年

度
の
介
護
給
付
費
等
の
繰
入
が
多

か
っ
た
た
め
一
般
会
計
に
戻
す
分
で

す
。
早
い
時
期
に
３
月
補
正
額
を
算

出
す
る
た
め
、
年
度
末
の
精
算
額
と

の
差
が
生
じ
、
繰
入
金
、
繰
出
金
共

に
補
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
台
風
15
号
の
被
害
を
受
け
大
幅
に

予
定
を
変
更
又
審
査
時
間
も
短
縮
し

災
害
対
応
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
担

当
部
局
と
調
整
し
審
査
を
し
ま
し

た
。

　

総
務
関
係
の
審
査
を
９
月
12
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
12
時
６
分
ま

で
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
の
審
査
を

17
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が

19
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

11
分
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
と
５
つ

の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
と

も
に
、
す
べ
て
全
員
一
致
で
決
算

書
の
と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
停
電
が
10
日
以
上
続
き
災
害
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
中
、
執
行
部

を
は
じ
め
と
し
た
職
員
、
委
員
全

員
の
協
力
の
も
と
異
例
の
か
た
ち

に
な
り
ま
し
た
が
無
事
決
算
審
査

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

町
に
は
、
委
員
の
中
か
ら
出
た

様
々
な
意
見
を
新
年
度
予
算
編
成
に

反
映
さ
せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

▼町による災害ごみ受入れの様子



議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑦⑧⑨⑩⑪⑫
⑥
議
長

議
決
結
果

坂
井 

慶
子

實
川 

嘉
一 

麻
生 
孝
之

岩
澤 
達
弥

伊
藤 　
栄

小
嶋 

秀
樹

戸
井 

沢
夫

石
田 

謙
一

内
田 

白
民

平
山 　
弘

川
口 

幸
雄

伊
橋 

寿
夫

人　事

第１号 固定資産評価審査委員会委員の任命同意
（任期満了に伴い、引き続き伊藤純一氏を任命）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 教育委員会委員の任命同意
（任期満了に伴い、引き続き醍醐隆治氏を任命）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の制定

第３号 芝山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例（一般職の会計年度任用職員制度の創設によるもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）P4、6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例（一般職の
会計年度任用職員制度の創設による関係条例の整備によるもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第５号 芝山町印鑑条例の一部改正（令和元年11月5日からの旧氏
と現在の氏を併記する取り扱い開始によるもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
芝山町騒音地域整備基金の設置、管理及び処分に関
する条例の一部改正（機能強化に伴うＡ滑走路特別加算金
及び空港周辺地域振興支援金などを基金として積立てるため）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

P5、
6、15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 芝山町税条例の一部改正（軽自動車税環境性能割の賦課徴
収によるもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度補正予算

第８号 一般会計（第２号）（道路橋梁費5389万円等を追加し、総
額52億4282万4千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 農業集落排水特別会計（第１号）（人件費組み替えに伴
い340万円減額となり、総額6850万6千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 公共下水道特別会計（第１号）（人件費組み替えに伴い
24万円減額となり、総額2億5726万3千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号 介護保険特別会計（第１号）（償還金、還付加算金及び繰
出金を追加し総額7億265万4千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
報告�
第１号

専決処分の報告（車両事故に係る物損事案の損害賠償の額の
決定及び和解とするもの） － － － － － － － － － － － －

報告�
第２号

専決処分の報告（車両破損事故に係る損害賠償の額の決定及
び和解とするもの） － － － － － － － － － － － －

認　定
認定
第１号

芝山町歳入歳出決算（一般会計のほか５つの特別会計歳入
歳出決算を監査委員の意見を付して認定するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年第３回定例会で審議
した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

・総務管理費（プレミアム付商品券精算負担金）
 　　　………………………………… 3750万円
・総務管理費（防音家屋空調施設維持費）　　　
　  　  ………………………………… 3295万円
・児童福祉費（子ども・子育て支援システム制
　度改正対応業務委託料）
　　　 ……………………………… 587万4千円

【議案第８号】令和元年度一般会計補正予算の主な内容
・�道路橋梁費（橋梁詳細設計町道3BL-0095線） 
　　……………………………… 1988万5千円
・�都市計画費（住宅系拠点・産業系拠点創出可能
性調査業務委託）
　　　…………………………………966万3千円
・�幼稚園費（子育てのための施設等利用給付負担金） 
　　　…………………………………510万6千円
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　９月９日早朝に大きな被害が発生した台風15号の影
響により、９日の一般質問は延期となり、翌日の10日
に質問予定者５人全員が登壇することになりました。

※９月定例会の傍聴者は７人でした。

意識は行動に出る

９月定例会　一般質問

②岩澤達弥議員………………………………Ｐ11
・騒音下住民に対する補償は
・町道整備を

①坂井慶子議員………………………………Ｐ10
・芝山町公共施設等総合管理計画は
・子ども・子育て支援事業計画策定は
・�マイナンバーカードの普及と新サービスの展開は

③小嶋秀樹議員………………………………Ｐ12
・若者政策は
・移住・定住対策は

④實川嘉一議員………………………………Ｐ13
・空港の機能強化は
・�学校教育施設等あり方検討、子育て施設あり方検討は
・消費税制度改正は

⑤川口幸雄議員………………………………Ｐ14
・�道路問題は

photo/岩山、地獄坂〈通称〉の自衛隊による復旧作業

　一般質問とは、芝山町の様々な課題等について、提
出議案とは関係なく議員が町に考えを聞くというもの
で、通告制となっており定例会での質問が認められて
います。議員は政策提言も含めて質問することがで
き、内容は自由です。
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【子育て世代包括支援センター】（※）おおむね令和２年度までに各市町
村に設置努力が課せられている。妊娠初期(母子健康支援)から子育て中
(子育て支援)のあらゆる相談が一つの窓口で出来るようになる。

は
必
要
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
自
治
体
に
よ
っ
て
は

子
育
て
施
設
に
男
性
の
救
急
救

命
士
O
Ｂ
を
配
属
し
て
い
る
所
な
ど

色
々
な
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
限

り
あ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
ど
う
活
か
す

か
は
今
後
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

　
　18

歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
は
、

近
隣
市
町
の
実
施
状
況
を
み
て

も
財
政
的
に
十
分
可
能
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
区
長
会
で
も
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
前
向
き
に
検
討

『一般質問』

平
成
29
年
に
策
定
さ
れ
た
「
公

共
施
設
等
管
理
計
画
」、
今
後

ど
の
よ
う
に
財
源
の
確
保
を
す
る
の

か
。
ま
た
、
学
校
・
子
育
て
関
連
施

設
の
あ
り
方
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま

え
、
教
育
や
子
育
て
施
設
は
優
先
的

に
事
業
展
開
す
べ
き
と
思
う
が
。

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間57分）

【
町
長
】
個
別
施
設
計
画
を
立

て
る
と
共
に
基
金
、
補
助
金
、

起
債
、
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
中
学
校
の

大
規
模
改
修
、
そ
し
て
保
育
所
を
ど

う
す
る
か
、
そ
の
あ
と
で
小
学
校
と

い
っ
た
順
番
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訴
え
続
け
て
き
た
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
、

い
つ
完
成
す
る
の
か
。

【
町
長
】
保
健
セ
ン
タ
ー
を
新

た
に
増
築
し
、
そ
の
中
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
形
で

遅
く
と
も
令
和
３
年
度
ま
で
に
は

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
※
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

取
り
入
れ
る
に
は
、
看
護
師
を
増
や

し
少
な
く
と
も
病
後
児
保
育
の
実
施

公共施設、
まず今後の10年を
　　　どうするか

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
に
向
け
て

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ

る
か
。

【
町
長
】
現
在
は
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
母
子
手
帳

を
交
付
す
る
た
め
の
妊
娠
の
届
出
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
ま
す
。
今

後
国
の
動
向
に
合
わ
せ
保
険
証
機
能

の
付
与
を
は
じ
め
民
間
サ
ー
ビ
ス
で

の
利
用
拡
大
に
も
注
視
し
ま
す
。

「
空
港
の
あ
る
町
」
と
し
て
、

役
場
の
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
が
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
で

は
。
中
学
生
に
向
け
た
「
国
際
人
育

成
」
の
思
い
を
町
民
全
体
に
も
傾
け

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
横
芝
光
町
と
山
武
市

も
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
手
間
を
考

え
る
と
、
い
く
つ
か
の
市
町
で
共
同

の
方
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

18
歳
ま
で
の

　
医
療
費
助
成
実
現
を

子
育
て
支
援
、

　
　
今
後
の
展
開
は

施
設
整
備
の
順
番
は

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の

窓
口
業
務
な
ぜ
出
来
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

　
普
及
は
ど
う
な
る
か

敷地内に増設が予定される
保健センター
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『一般質問』

10
月
27
日
か
ら
始
ま
る
冬
ダ
イ

ヤ
で
、
21
時
台
、
22
時
台
、
23

時
台
は
、
ど
れ
だ
け
増
え
る
の
か
。

【
町
長
】
空
港
会
社
に
よ
る
と

22
時
台
以
降
の
発
着
回
数
は
10

回
程
度
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

内
窓
設
置
事
業
や
本
来
の
防
音

家
屋
事
業
な
ど
、
住
民
の
備
え

は
万
全
か
。

【
町
長
】
内
窓
設
置
対
象
２
３
３

世
帯
中
29
世
帯
か
ら
受
付
済
み
、

従
来
か
ら
の
防
音
工
事
は
１
６
５
０

世
帯
の
う
ち
１
３
５
０
世
帯
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
機
や
固
定
資
産
税
補
助
な

ど
、
騒
音
下
住
民
に
対
す
る
補

償
は
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

【
町
長
】
A
滑
走
路
騒
音
下
の

空
調
施
設

維
持
管
理
費
補

助
金
を
３
台
以

上
13
万
円
か
ら

18
万
円
に
増
額

し
ま
す
。

Ｃ
滑
走
路

予
定
地
内

地
権
者
の
同
意
書
の
取
得
状
況
は
。

【
町
長
】
３
月
末
で
92
％
で
す
。

９
月
末
の
空
港
会
社
記
者
会
見

で
発
表
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

空
港
変
更
手
続
き
の
見
通
し

は
。

【
町
長
】
一
日
も
早
く
航
空
法

の
変
更
許
可
申
請
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

早
急
に
道
路
整
備
を

ス
ー
パ
ー
「
セ
イ
ミ
ヤ
」
脇
の
道

路
は
一
部
幅
員
の
狭
く
車
が
す

れ
違
い
で
き
な
い
区
間
が
あ
り
ま
す
。

解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
更
に
そ

の
延
長
、
県
道
成
田
松
尾
線
ま
で
の

成
田
地
籍
区
間
に
つ
い
て
成
田
市
に

要
望
し
て
拡
幅
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
狭
い
区
間
に
つ
い
て

は
局
部
改
良
を
実
施
予
定
で
す
。

成
田
地
籍
区
間
は
成
田
市
と
事
前
協

議
し
、
町
か
ら
市
道
拡
幅
協
議
依
頼

書
の
提
出
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

「
ケ
ー
ヨ
ー
Ｄ
２
」
脇
の
町
道

は
、
県
道
八
街
三
里
塚
線
か
ら

ス
カ
イ
ビ
レ
ッ
ジ
入
口
ま
で
整
備
が

完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
先
は
幅
員

が
狭
い
の
で
新
設
も
含
め
解
消
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
こ
の
地
域
は
拠
点
整

備
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
拠
点
の
規
模
や
水
道
、
汚
水
処

理
計
画
な
ど
を
考
慮
し
、
効
率
的
・

経
済
的
に
道
路
整
備
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
勝
手
に
名
付
け
た
大
台

北
・
南
部
線
。
真
福
寺
か
ら
県

道
大
里
小
池
線
ま
で
の
間
が
未
整
備

で
す
。
地
元
を
始
め
、
通
勤
通
学
者
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
者
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
者
も
拡
幅
を
望
ん
で
い
ま

す
。
町
財
政
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
将

来
の
見
通
し
も
あ
り
ま
す
。
事
業
実

施
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
事
業
実
施
に
向
け
準

備
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

電
気
代
補
助

　
最
大
18
万
円
に
決
定

岩澤 達弥　議員
（平成会）

（所要時間59分）

増額補助が決定したエアコン

飛
行
制
限

　
深
夜
０
時
ま
で
延
長

吉岡商店前道路
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【
町
長
】
子
供
た
ち
に
町
の
未

来
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
は
、

有
意
義
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
、
授
業
と
し
て
実
施
す
る
の
は

難
し
い
で
す
。

転
入
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
優
遇
、
町

民
税
の
奨
励
金
、
固
定
資
産
税
の
奨

励
金
、
住
宅
新
築
の
奨
励
金
、
賃
貸

住
宅
の
家
賃
補
助
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
実
施
の
可
否
は
。

【
町
長
】
現
在
、
実
施
中
の
事

業
が
有
る
の
で
、
指
摘
さ
れ
た

事
業
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
不

妊
治
療
の
助
成
、
紙
お
む
つ
等

育
児
用
品
の
購
入
助
成
、
学
生
に

限
っ
た
20
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。実
施
の
可
否
は
。

若
者
へ
の
定
住
促
進
策
、

更
な
る
拡
充
を

『一般質問』

若
者
が
活
躍
で
き
る
町
、
そ
の

た
め
に
は
「
若
者
条
例
」
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
本
町
で
は
、
若
者
自

ら
が
行
動
す
る
ス
キ
ー
ム
は
根

付
い
て
い
ま
せ
ん
。
条
例
の
前
に
、

参
画
で
き
る
仕
組
み
を
研
究
し
ま
す
。

「
若
者
会
議
」
を
設
置
し
、
若

者
目
線
で
の
提
言
を
施
策
に
活

か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
魅
力
的
な
こ
と
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
策
定
時
、
若

者
の
意
見
を
反
映
す
る
機
会
を
設
け

ま
す
。

「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
」

と
し
て
予
算
付
け
し
、
実
行
す

る
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

若
者
自
ら
の
思
い
や

意
見
を
形
に
す
る
と
い
う
面
で

良
い
仕
組
み
だ
と
考
え
ま
す
。
制
度

化
で
き
る
か
研
究
し
ま
す
。

今
の
体
制
で
は
、
若
者
と
の
接

点
が
少
な
過
ぎ
る
。
こ
れ
を
変

え
な
け
れ
ば
、
若
年
層
の
人
口
増
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
各
種
委
員
会
や
会
議

で
は
、
若
者
の
参
加
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
参
加
し
易
い
形

態
を
検
討
し
ま
す
。

町
の
現
況
と
課
題
を
知
り
、
町

の
未
来
を
自
分
事
と
し
て
考
え

る
「
芝
山
未
来
生
徒
会
議
」
を
中
学

校
の
授
業
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

（清祥会）

（所要時間56分）

【
町
長
】
不
妊
治
療
と
育
児
用

品
に
関
し
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
ま
す
。
医
療
費
は
近
隣
市

町
の
状
況
に
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
支
援
事
業
と
し
て
、

社
会
問
題
を
考
え
る
授
業
、
英

語
で
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ
、
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
体
験
す
る
授
業
、
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

実
施
の
可
否
は
。

【
町
長
】
社
会
問
題
の
授
業
は

有
意
義
な
こ
と
で
す
が
、
様
々

な
調
整
が
必
要
で
す
。
英
語
キ
ァ
ン

プ
は
民
間
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
は
本
年
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
行
い
ま
す
。
エ

ア
コ
ン
は
郡
内
１
校
の
み
の
設
置
、

必
要
性
は
感
じ
る
が
今
は
工
夫
し
て

使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

子育て支援センターの様子

【ＩＣＴ】（※）ＩＣＴ（情報通信技術）とは、ＰＣだけでなくスマー
トフォンやスマートスピーカーなど、さまざまな形状のコンピュー
ターを使った情報処理や通信技術の総称。

小嶋 秀樹　議員

本町の
未来を変える
　　若者対策

若
者
に
寄
り
添
う
町
政
を
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時
間
延
長
に

　
　
万
全
な
対
応
を

『一般質問』

【成田国際空港騒音対策委員会】（※）
成田空港における航空機の騒音により
生ずる障害を防止し，又は軽減するた
めに必要な措置について協議するた
め，国土交通省，千葉県，茨城県，各
地区部会（両県の関係市町村(芝山町
からは町長、議長、他２～３名)），成
田国際空港㈱等で構成する委員会。

『一般質問』

内
窓
設
置
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

【
町
長
】
町
内
の
２
３
３
世
帯

が
対
象
の
内
29
世
帯
が
申
請
し

13
世
帯
が
工
事
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。 既

存
防
音
工
事
の
充
実
の
進
捗

状
況
は

【
町
長
】
４
件
の
申
請
と
な
っ

て
い
ま
す
。

防
音
工
事
を
施
工
し
長
期
間
が

経
過
し
、
防
音
サ
ッ
シ
の
交
換

工
事
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
申

請
状
況
は
。

【
町
長
】
過
去
５
年
間
の
申
請

状
況
は
、
平
成
28
年
３
件
、
平

成
29
年
11
件
、
平
成
30
年
７
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

前
記
防
音
工
事
に
伴
う
問
題
点

や
要
望
は
把
握
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
要
望
事
項
は
２
点
あ

り
、
住
民
み
ず
か
ら
設
置
し
た

サ
ッ
シ
本
体
の
交
換
に
つ
い
て
補
助

対
象
と
な
ら
な
い
か
。
迅
速
な
対
応

が
で
き
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。

※
成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委

員
会
が
、
ほ
ぼ
１
年
に
１
回 

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
不
十
分
で
は

無
い
か
。

【
町
長
】
ご
意
見
と
し
て
、
事

務
局
の
空
港
会
社
に
伝
え
ま

す
。【

町
長
】
芝
山
町
に
地
区
部
会

が
あ
り
、
そ
の
中
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
、
代
表
者
と
し
て
騒
音
対

策
委
員
会
に
臨
み
ま
す
。

防
音
対
策
改
善
に

　
　
　
　
　
向
け
て

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間40分）

再防音工事施工

夢
の
あ
る
教
育
施
設
は

 

町
長
の
理
想
と
す
る
少
子
化
を

踏
ま
え
た
教
育
施
設
や
子
育
て

施
設
の
あ
り
方
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

【
町
長
】
教
育
施
設
あ
り
方
検

討
会
の
整
備
方
針
に
、
他
の
政

策
も
加
味
し
た
う
え
で
、
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
育
施
設
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
対
策
を

消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ
に
対

す
る
、
町
の
対
応
は
。 

【
町
長
】
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
周
知
を
推
進
し
ま
す
。
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都
市
計
画
道
路
は

県
道
八
日
市
場
八
街
線
の
バ

ル
ー
ド
成
田
か
ら
県
道
大
里
小

池
線
の
小
池
共
同
利
用
施
設
ま
で
の

現
状
と
今
後
は
。

【
町
長
】
現
状
は
未
着
手
で
す
が

重
要
な
路
線
で
あ
る
の
で
県
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
道
八
日
市
場
八
街
線
の
小
池

吉
川
自
動
車
付
近
か
ら
芝
山
仁

王
尊
入
口
付
近
ま
で
の
現
状
と
今
後

は
。【

町
長
】
現
状
は
未
着
手
で
す

が
2
本
の
県
道
を
東
西
に
結
ぶ

広
域
連
携
軸
を
形
成
す
る
道
路
で
、

観
光
拠
点
へ
寄
与
す
る
道
路
で
あ
り
、

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
道
歩
道
整
備
は

県
道
八
日
市
場
八
街
線
の
高
谷

地
先
及
び
県
道
大
里
小
池
線
の

山
田
地
先
の
歩
道
整
備
計
画
の
現
状

と
今
後
は
。

【
町
長
】
高
谷
地
先
は
今
年
度

道
路
設
計
及
び
交
差
点
協
議
で

終
了
後
用
地
測
量
、
来
年
度
は
用
地

買
収
の
予
定
で
す
。
山
田
地
先
は
今

年
度
用
地
買
収
、
来
年
度
最
後
の
工

事
を
実
施
し
本
事
業
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。

道
路
改
良
は

は
に
わ
道
か
ら
芝
山
仁
王
尊
へ

の
道
路
改
良
計
画
は
。

【
町
長
】
現
状
は
芝
山
公
園
ア

ク
セ
ス
向
上
道
路
整
備
構
想
の

段
階
で
す
。

六
区
か
ら
の
道
路
に
関
す
る
要
望

山
中
東
区
内
及
び
下
吹
入
区
内

の
拡
幅
計
画
は
。

【
町
長
】
道
路
整
備
計
画
で
位

置
づ
け
ら
れ
た
路
線
を
優
先
的

に
整
備
す
る
の
で
後
に
な
り
ま
す
が

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
整
備
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

境
宮
崎
区
内
の
拡
幅
計
画
は
。

【
町
長
】
暫
定
的
に
待
避
所
を

設
け
る
工
事
は
可
能
で
す
。

山
中
西
区
内
の
側
溝
整
備
は
。

【
町
長
】
道
路
中
央
付
近
に
設

置
し
て
あ
る
U
字
溝
の
移
設
は

可
能
で
す
。

樹
木
の
越
境
対
処
は

樹
木
が
町
道
に
越
境
し
て
お
り

交
通
を
妨
げ
て
い
る
場
所
が
あ

る
が
、
町
は
ど
の
様
に
対
処
す
る
か
。

【
町
長
】
ま
ず
は
土
地
所
有
者

に
対
応
し
て
い
た
だ
く
か
地
区

に
交
付
し
て
お
り
ま
す
環
境
整
備
費

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
難
し
い
場
合
は
町
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

小
池
龍
ヶ
塚
地
先
の
県
道
と
町

道
交
差
部
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
道
路
計
画
を
地
区
と
、

継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
中
新
道
の
整
備
延
長
計
画
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
交
通
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
性
や
緊
急
性
を
考
慮
し
判

断
し
ま
す
。

境
地
区
の
芝
山
タ
ク
シ
ー
前
の

安
全
対
策
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
安
全
対
策
整
備
計
画

は
策
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
速

度
抑
制
対
策
の
舗
装
や
路
面
表
示
及

び
注
意
看
板
の
設
置
を
し
て
い
ま

す
。大

台
宿
大
台
橋
付
近
の
進
捗
状

況
は
。

【
町
長
】
基
本
的
に
は
通
行
に

大
き
な
支
障
が
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

『一般質問』

川口 幸雄　議員
（未来芝山）

（所要時間56分）

道路問題に
斬りこむ
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未
来
に
向
か
い 

未
来
に
備
え
る

■
７
月
17
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
の
充
実
を

問

（
坂
井
議
員
）
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
の
中
で
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
間
取
り
を
広
く
し
、
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
よ
う
に
明

記
し
て
欲
し
い
。

答
（
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
）
現
場
職
員
や
利
用
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
を
し
ま
す
。

問

（
實
川
議
員
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
（
学
校
教
育
担
当
課
長
）
７
月
17

日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
の
間
で
意
見

を
集
約
し
、
修
正
を
加
え
、
委
員
会

最
終
日
の
８
月
26
日
に
案
を
答
申
し

ま
す
。

問

（
小
嶋
議
員
）
令
和
２
年
度
中
に

保
険
セ
ン
タ
ー
増
設
の
予
算
措
置
と

整
備
が
行
わ
れ
る
の
か
。

答
（
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
）
国
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
来
年

度
中
に
は
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
祭
り
の
準
備
と
段
取
り
は

問

（
岩
澤
議
員
）
ホ
タ
ル
祭
り
で

の
、
駐
車
場
が
足
り
な
く
な
る
問
題

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
（
産
業
振
興
課
長
）
ひ
こ
う
き
の

丘
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
ピ
ス
ト
ン

輸
送
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
ガ
ー

ド
マ
ン
も
増
員
し
ま
す
。

問

（
小
嶋
議
員
）
都
市
計
画
費

９
６
６
万
３
千
円
の
内
訳
は
。

答
（
都
市
計
画
担
当
課
長
）
住
宅
系

拠
点
創
出
可
能
性
調
査
業
務
委
託
費

３
０
０
万
円
と
、
産
業
系
拠
点
の
委

託
料
が
６
６
６
万
３
千
円
で
す
。

■
９
月
５
日

問

（
坂
井
議
員
）
児
童
福
祉
費
５
８

７
万
４
千
円
の
内
容
は
。

答
（
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
）
10
月
か
ら
の
無
償
化
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
制
度
改
修
費
用
で
す
。　

全
員
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

問

（
岩
澤
議
員
）
環
境
対
策
費
と
し

て
来
る
７
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
（
企
画
空
港
政
策
課
長
）
こ
れ
ま

で
は
カ
ー
フ
ュ
ー
の
弾
力
的
運
用
の

分
配
金
の
た
め
の
基
金
で
し
た
が
、

今
後
は
地
域
振
興
の
た
め
幅
広
く
財

源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
一
時
金

の
Ａ
滑
走
路
特
別
加
算
金
と
、
空
港

周
辺
地
域
振
興
支
援
金
も
積
み
立
て

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問

（
實
川
議
員
）
会
計
年
度
任
用
職

員
以
外
に
臨
時
的
な
職
員
は
残
る
の

か
。

答
（
総
務
課
長
）
産
休
代
替
職
員
や

特
別
職
の
臨
時
的
職
員
も
残
り
ま
す
。

問

（
内
田
議
員
）
議
案
成
立
後
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
要
す
る
人
件
費
は
。

答
（
町
長
）
77
人
い
て
、
５
０
０
０

万
円
以
上
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問

（
平
山
議
員
）
成
田
用
水
土
地

改
良
区
が
整
備
し
た
桝
は
ど
こ
が

責
任
を
取
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
町
道
に
あ
る
も

の
は
、
町
の
管
理
下
で
す
の
で
、

町
の
責
任
で
す
。

■
10
月
９
日

議
員
の
み
の
全
員
協
議
会
を

緊
急
開
催

農
業
復
興
支
援
策
の
充
実
を
要
望

　
台
風
15
号
の
影
響
に
よ
り
、
千
葉

県
で
は
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
暴
風

に
さ
ら
さ
れ
、
多
く
の
被
害
を
受

け
、
特
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で

は
、
壊
滅
的
な
被
害
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
生
産
者
自
ら
の
努
力
だ
け

で
は
復
興
す
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し

い
と
思
わ
れ
、
国
・
県
・
町
等
に
お

け
る
寛
大
な
理
解
と
大
き
な
支
援
策

が
な
け
れ
ば
復
興
す
る
こ
と
は
望
め

な
い
。

　
芝
山
議
会
と
し
て
、
町
に
対
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
支
援
制
度
を
活
用

し
、
特
に
制
度
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
柔
軟
な
姿
勢
で
、
被
災
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

◀台風一過、人でにぎわう「ひこうきの丘」
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　芝山町学校教育施設等のあり方検討及び子育て関連施設のあり方検討
委員会では、町の「公共施設等総合管理計画」を受け、具体的な再生整
備や予防保全の方向性を明らかにするために、５回の検討委員会を実施
し、９月26日委員会終了後、土田委員長（東京電機大学教授）より、
町長へ答申しました。

※�このイメージパースは、計
画で位置付けたまちづくり
の将来像を、住民や事業者
の皆さまと共有するために
作成したイメージです。地
権者や関係者の方々の同意
をいただいたものではない
ことにご留意ください。

小学校は移転建て替え
　　　保育所は２園に統合

学校教育施設等
⑴ 芝山小学校
　新たな土地を取得したうえで、移転建替
を検討する。現施設については、移転建替
後に用途を廃止する。具体的な位置につい
ては、町の拠点や給食施設の整備が可能な
土地を想定する。新たな土地の取得が見込
めない場合は、長寿命化や現地建替を検討
する。
⑵ 芝山中学校
　築後20年程度であることから、早期の
大規模改造により予防保全の修繕を図る。
⑶ 学校給食施設
　小学校の移転建て替えに合わせ、親子方
式による小学校への設置を検討する。小学
校の土地取得が難しい場合は、中学校を親
とする親子方式、または、自校方式を検討
する。

子育て関連施設
⑴ 保育所
　現在の３園の状態を見直し、北部・南部
の利用者が利用しやすいよう「２園化」と
する。「２園化」においても、耐用年数や
人口動向を踏まえ、必要な時期に２園を統
合し、「１園化」を図る。

⑵ �保健センター・子育て世代包括支援セ
ンター・子育て支援センター
　保健センターの増築及び長寿命化改修を
行い、増築部分に子育て世代包括支援セン
ターと子育て支援センターを設置する。

⑶ 学童クラブ
　小学校のあり方を踏まえて、方向性を検
討する。小学校が移転する場合は、移転建
替も視野に方向性を検討する。

▲�土田委員長から答申書を受領
する相川町長

小池地区新規住宅団地周辺の
将来イメージパース

（出典：芝山町都市計画マスタープラン（案））
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オ
ラ
ン
ダ
先
進
農
業
等
及
び

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
を
視
察
し
て

新
た
な
農
業
振
興
に
向
け
て

　
売
上
高
世
界
第
４
位
の
種
苗
会
社

ラ
イ
ク
ズ
ワ
―
ン
社
が
本
町
の
川
津

場
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
７
月
23
日
か
ら
28
日
ま
で
５
泊

６
日
間
の
芝
山
町
オ
ラ
ン
ダ
先
進
農

業
等
視
察
団
に
、
町
議
会
か
ら
６
名

の
議
員
が
参

加
を
し
て
最

先
端
の
農
業

に
つ
い
て
研

修
を
し
て
来

ま
し
た
。

　
ラ
イ
ク
ズ

ワ
―
ン
社
は

世
界
中
の
多

種
多
様
な
野

菜
種
子
を
開

発
生
産
販
売

芝
山
町
オ
ラ
ン
ダ
先
進
農
業
等
視
察
研
修

を
し
、
そ
の
国
の
気
候
や
風
土
に

あ
っ
た
種
子
を
開
発
し
て
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
遺
伝
子
組
み
換
え
は
行
な
わ

ず
、
よ
り
良
い
品
種
を
開
発
し
信
用

を
得
て
い
ま
す
。
特
に
研
究
に
は
力

を
入
れ
て
お
り
育
種
の
発
展
な
く
し

て
農
業
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
は
世
界
で
２
番
目
の
農

産
物
輸
出
国
で
あ
り
、
全
体
の
40
％

が
施
設
園
芸
で
、
温
室
管
理
な
ど
最

先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て

効
率
の
良
い
生
産
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
生
産
人
口
の

減
少
や
質
の
高
い
労
働
力
を
求
め
Ａ

Ｉ
な
ど
を
取
り
入
れ
て
効
率
よ
く
活

用
で
き
る
仕
組
み
も
構
築
し
て
い
ま

す
。

　
他
に
も
大
規
模
な
花
市
場
や
園
芸

農
業
の
集
積
地
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
の

地
元
ウ
ェ
ス
ト
ラ
ン
ト
市
に
も
訪
問

を
し
て
、
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
生
産・流
通・供
給・種
苗
会
社・大

学
教
育・
政
府
機
関
が
連
携
を
し
て

包
括
的
な
仕
組
み
で
そ
れ
ぞ
れ
が
架

け
橋
的
な
役
割
を
持
ち
農
業
の
発
展

を
支
え
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
空
港
に
学
ぶ

　
最
後
は
ド
イ
ツ
に
渡
り
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
空
港
を
視
察
し
ま
し
た
。
空

港
は
４
本
の
滑
走
路
内
２
本
は
離
陸

用
と
着
陸
用
で
年
間
発
着
回
数
は
約

47
万
５
千
回
、
敷
地
面
積
は
大
型
空

港
で
は
小
さ
い
ほ
う
で
す
が
、
運
用

効
率
で
カ
バ
ー
し
て
利
用
客
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
１
番
と
の
こ
と
。
騒
音
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、
⑴
騒
音
監
視

と
情
報
公
開　
⑵
遮
音
と
防
音　
⑶

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
苦
情
の
対

応　
⑷
運
航
の
工
夫
や
滑
走
路
の
使

用
方
法
で
す
。
対
策
は
成
田
空
港
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
き
め
の
細
や
か
さ
や
奥
深
さ
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
の
ほ
う
が
上

を
い
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
特
に
農
業
に
つ
い

て
は
ラ
イ
ク
ズ
ワ
―
ン
社
が
来
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
未
来
の
芝
山
の
農
業

が
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
、
お
互
い
に
企
業
と
地
元
農
業

が
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ライクズワーン本社にて

▲�①ウェストラント市役所訪問②世界から集まる花市場
　③④通訳を入れての研修

�①
�③
�②
�④
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10月23日　台風15号による農業復興支援策の要望書を提出

独自の救済策を町

　９月９日の台風15号により農業生
産者は甚大な被害を受けました。議会
では、この被害から復興するための
「強い農業・担い手づくり総合支援交
付金」のかさ上げ補助を行うことによ
り、生産者の負担軽減を要望しまし
た。

　多古町役場にて、国土交通省千葉国
道事務所上田副所長、ＮＥＸＣＯ東日
本千葉工事事務所安部副所長を講師と
して招きました。2024年度に開通を
目指す圏央道の千葉県内整備状況、工
事状況、用地取得状況などの説明を受
けました。

News
＆

Topics

要望事項を伝える代表議員団

活発な意見交換がなされた研修会

８月21日　芝山町・多古町議会連絡協議会議員研修会

央道に寄せる期待圏
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８月１日　千葉県町村議会議員研修会

方議会の底力をアップ地

　郡内６市町の正副議長らが参加して、埼玉県秩父市の
観光集客力を高める対策、地域ブランドについて視察し
ました。秩父市は、４年間で約120万人の観光客増加を
実現しています。特に外国人観光客の増加が著しく、ま
た、交通利便性が良いため、首都圏からの日帰り観光客
も多くなっています。一方で、様々な形態の宿泊施設が
営業しており、そのアプローチ方法や民間施設との連携
や体制を視察しました。

News＆Topics

①７月18日　成田空港周辺市町議会連絡協議会総会
　９市町の更なる連携を目指して総会が開催されま
した。その後、国・県・NAAの職員の講演会も開
催されました。
②�８月26日　議会だより視察研修
　　　　　　 山梨県町村議会広報研究協議会
　山梨県内の９つの町村で構成されている広報研究
協議会の視察がありました。
　他に
　・６月27日　大多喜町議会
　・７月11日　愛知県武豊町議会
　・８月６日　福岡県筑紫野市議会
　・８月20日　福島県新地町議会
　・８月22日　群馬県吉岡町議会
③10月４日　芝山小学校運動会
　台風の影響で延期となりましたが、児童たちの元
気一杯の声が秋空に響きわたりました。

　オークラ千葉ホテルにて、千葉県町村議会の議員に向
けた研修会が行われ、芝山町議会からは、４人の議員が
参加しました。研修内容は、新潟県立大学准教授田口一
博氏による、「地方議会の諸課題について」と「効果的
な一般質問について」でした。特に、時代の変化による
議会のあり方、住民に求められる議会や一般質問のあり
方等を学びました。

熱心に聴き入る４人の議員

秩父市役所前にて

７月25、26日　山武郡市議長会視察研修

光の集客力を高めるために観

①

②

③
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秋
も
深
く
な
り
ま
し
た
、
皆
さ
ん
い
か

が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
元
年
も
早
い
も
の
で
残
す
と
こ
ろ

あ
と
2
ケ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
台
風
15
号
お
よ
び
19
号
で
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
特
に
本
町
に
お
い
て
は
、

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
期
間
の

停
電
や
住
宅
の
破
損
、
農
業
被
害
に
つ
い

て
は
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

激
甚
災
害
の
指
定
も
受
け
国
・
県
・
町
が

一
丸
と
な
り
復
旧
復
興
に
つ
と
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
要
望
や
意
見
を
町
に
し
っ
か
り
と
届

け
１
日
で
も
早
い
復
興
に
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
災
害
を
検
証
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
議
会
と
し

て
も
協
議
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ
り
う

る
災
害
に
向
け
て
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 10

「ある日突然あなたが主役」

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町にやって来ましたか？
　�　一番上の子が１歳の時に芝山町の県営住宅に来ました。子供たち
が、小学校、中学校になっても、穏やかな芝山町にいたいと言う思い
から、夫婦それぞれの実家も近かったので、芝山に家を建てました。

Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　　子供たちが、バスケットボールをしています。
　�　バスケや学校など、子どもたちの成長を通じて家族ぐるみのお付き
合いをさせてもらっています。

　�　芝山町の方々は、とてもアットホームで子育て中も助けられまし
た。子どもと大人があいさつしあえる、田舎だけど明るい町です。

Ｑ町に望むことは？
　�　子どもの高校進学を考えると、交通の便が悪いのでとても悩んでい
ます。また、通学路の歩道の整備や外灯など安全を確保してほしいで
す。

交通の便をもっと良くしてほしいです。

喜佐見　剛
たけし

さん

　　　由
ゆ き こ

子さん
　次男　咲

さ く や

也くん
（はにわ台東）

Information
令和元年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ

12月10日
12月13日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記

㈫から
㈮


